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今村明,岩永竜一郎：【精神科診療における臨床評価尺度・検査を極める-エキスパートによる実践的活用法】(II章)疾患別

の評価尺度・検査 限局性学習症の評価尺度と検査 日本版KABC-II. 精神医学 66(5): 514-519, 2024.
城谷麻衣子,今村明,疋田琳：ＡＳＤのフラッシュバックなどのトラウマ関連症状に対する有効な対処法はありますか？. 臨
床の疑問に答える 104問発達障害Q＆A : 296-298, 2024.

森本芳郎,山本直毅,今村明：ASDをBPSモデルで解釈するとどのようになりますか？. 臨床の疑問に答える 104問発達障害Q
＆A : 58-61, 2024.

瀬田稀介,大本義正,熊崎博一,岩永竜一郎,今村明,清水日智,寺田和憲：ASD診断の効率化に向けた粗大運動評価モデルによ

る分類. 電子情報通信学会技術研究報告(Web) 124(19(HCS2024 1-33)): 19(HCS2024 1-33), 2024.

今村明：グレーゾーンの発達特性から生じるトラブルについて. 第120回日本精神神経学会学術総会一般シンポジウム79
「職場のうつ」と「プレゼンティーズム」:診断閾下の発達障害／グレーゾーン理解の臨床応用 : 606, 2024.
今村明,佐々木剛：こどもの自殺をめぐって. 第120回日本精神神経学会学術総会委員会企画シンポジウム10(児童精神科医

療研修委員会) : 303, 2024.

岩永竜一郎：【子どもの心と育ちを理解するツール】感覚特性と協調運動を理解するアセスメント. 教育と医学 72(5): 446-
451, 2024.

米田直人,野田遥,鴨川拳,田中悟郎,徳永瑛子,岩永竜一郎：自閉スペクトラム症児者の視覚処理に関する困難とその対処法に

関する質的研究. 感覚統合研究 22: 15-24, 2024.
今村明：注意欠如多動症の治療と支援. 精神療法 増刊(11): 61-67, 2024.
釜﨑大志郎，大田尾浩，八谷瑞紀，北島貴大，中村正造，手塚善貴，下木原俊，丸田道雄，室谷健太，田平隆行：高齢の

慢性期脳卒中片麻痺患者を対象とした杖使用の有無を判別する身体機能の検討―居住地域の変量効果を考慮した横断研究

―. 理学療法さが 10(1): 19-28, 2024.

今村明,岩永竜一郎,熊﨑博一：自閉症スペクトラム症 治療、支援（知的発達症を伴う場合）. 神経発達症群 9: 302-311,
2024.
森本芳郎,山本直毅,今村明：注意欠陥多動症 概念、疫学、症候、診断基準. 神経発達症群 9: 352-361, 2024.

山本直毅,今村明：発達障害と依存症にはどのような関係がありますか？. 臨床の疑問に答える 104問発達障害Q＆A : 168-
172, 2024.
岩永竜一郎,辻井正次,今村明,山本直毅,疋田琳,熊﨑博一：思春期以降のDCDへの対応. 不器用・運動が苦手な子の理解と支

援のガイドブック : DCD(発達性協調運動症)入門 : 124-131, 2024.

今村明：グレーゾーンという言葉を聞きますが、どう考えたらよいのでしょうか？. 臨床の疑問に応える104問発達障害Q
＆A : 28-30, 2024.

今村明：愛着障害と発達軌跡 愛着障害とエピジェネティクス. そだちの科学 (43): 36-41, 2024.

今村明,岩永竜一郎：限局性学習症の評価尺度と検査. 精神医学 66(5): 514-519, 2024.

尾崎充希,塩津裕康,田中悟郎,今村明,岩永竜一郎：肢体不自由特別支援学校教諭が知的障害を伴う脳性麻痺の生徒に実施し

たCognitive Orientation to daily Occupational Performance(CO-OP)を基盤とした授業実践. 日本発達系作業療法学会誌 11(1): 31-
35, 2024.
今村明：症例から学ぶ治療関係の築き方. 九州神経精神医学 69(2): 93-95, 2024.

今村明：成人の神経発達症の診断と告知について. 精神科診断学 16(1): 821-824, 2024.
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竹田優那,瀬田稀介,大本義正,熊崎博一,岩永竜一郎,今村　明,清水日智,寺田和憲：LSTMネットワークを用いたASD児と定型

発達児の身体バランスの時系列予測比較. 人工知能学会全国大会論文集(Web) 38th: ROMBUNNO.4T1-OS-6c-03(J-STAGE) ,
2024.
山本博暉,大本義正,熊崎博一,岩永竜一郎,今村明,清水日智,寺田和憲：LSTMを用いた時系列筆跡データからのASD識別特徴

抽出. 日本認知科学会大会発表論文集(CD-ROM) 41st: 757-760, 2024.

清水日智,川原紘子,大橋愛子,寺田和憲,岩永竜一郎,熊崎博一：自閉スペクトラム症児の感覚特性と睡眠に関する全国調査

感覚特性に基づく介入の重要性. 精神神経学雑誌 (2024特別号): S402, 2024.

猿渡京,今村明,岩永竜一郎：神経発達症児の音楽認知能力の評価と臨床への応用. 第120回日本精神神経学会学術総会一般

シンポジウム73現代の音楽は神経発達症児・者の臨床に何をもたらすのか？ : 520, 2024.

平林優,谷合弘子,鷲見聡,岩永竜一郎：神経発達症診療 神経発達症児に対する協調運動の質問紙の有用性について 発達外来

における実践報告. 日本小児精神神経学会プログラム・抄録集 132回: 53, 2024.

日高欣哉,岩永竜一郎,森岡一朗,西田佳史,井上健,出口貴美子：早産児および神経発達症児の視覚認知の特徴(第4報). 脳と発

達 56(Suppl.): S224, 2024.

瀬田稀介,大本義正,熊崎博一,岩永竜一郎,今村明,清水日智,寺田和憲：片足立ちにおける足底圧分布と姿勢角度に基づいた

粗大運動評価モデルによるASD傾向分類. 日本認知科学会大会発表論文集(CD-ROM) 41st: 821-824, 2024.

今村明,山本直毅,疋田　琳,徳永瑛子,岩永竜一郎,熊崎博一：こどもの自殺をめぐって ネット環境と自殺. 精神神経学雑誌

(2024特別号): S304, 2024.
今村明,山本直毅,疋田琳,徳永瑛子,岩永竜一郎,熊﨑博一：ネット環境と自殺. 第120回日本精神神経学会学術総会委員会企画

シンポジウム10(児童精神科医療研修委員会) 120th: 304, 2024.
近藤達郎,今村明,細野康文,熊謙次朗,山口幸子,川口靖子,冨永眞理子：強度行動障害を伴う染色体異常のある児・者及びそ

の家族支援のための「パスカルグループ」開催の試み. 日本遺伝カウンセリング学会誌 45(2): 162, 2024.
今村明,辻井農亜：現代の音楽は神経発達症児・者の臨床に何をもたらすのか？. 第120回日本精神神経学会学術総会一般シ

ンポジウム73 : 519, 2024.

猿渡京,今村明,岩永竜一郎：現代の音楽は神経発達症児・者の臨床に何をもたらすのか? 神経発達症児の音楽認知能力の評

価と臨床への応用. 精神神経学雑誌 (2024特別号): S520, 2024.

山本直毅,森本芳郎,今村明,熊﨑博一：高リスク、あるいは低リスクのギャンブル行動についての示唆的考察(長崎県の令和

2年度調査を踏まえて). 第120回日本精神神経学会学術総会一般演題30依存症(1) : 565, 2024.
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今村　明・教授
こころの緊急支援チーム（クライシスレスポン
スチーム：CRT）チーム員

長崎県精神医療センター

今村　明・教授 長崎県発達障害者支援センター連絡協議会委員 長崎県長崎こども・女性・障害者支援センター

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

今村　明・教授 医療観察法病棟外部評価会議委員 長崎県

今村　明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎市教育委員会教育研究所

今村　明・教授 長崎県福祉保健審議会臨時委員 長崎県福祉保健部障害福祉課保健福祉班

今村　明・教授 長崎市子どもを守る専門医委員会委員 長崎県立こども医療福祉センターしおさい

今村　明・教授 長崎市教育支援委員会委員【第1号委員】 長崎市子育て支援課

今村　明・教授 精神保健審判員 長崎県福祉保健部こども政策局

今村　明・教授 児童精神医療委員会 長崎地方裁判所

今村　明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎県子ども政策局こども家庭課

今村　明・教授 長崎県発達障害児・者総合支援推進会議委員 長崎県福祉保健部障害福祉課

今村　明・教授 子どもの人権と法に関する委員会委員 公益社団法人 日本精神神経学会

今村　明・教授 長崎県ひきこもり支援連絡協議会委員 一般社団法人日本児童青年精神医学会
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今村　明・教授 評議員 長崎県長崎こども・女性・障害者支援センター

今村　明・教授 編集委員 日本スポーツ精神医学会

佐藤克也・教授 長崎県指定難病審査会 委員 日本ヘルスプロモーション理学療法学会

佐藤克也・教授
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会審査
委員

日本老年療法学会

今村　明・教授 メンタルヘルス対策支援アドバイザー 日本EMDR学会

今村　明・教授 評議員
独立行政法人労働者健康安全機構 長崎産業保健
縫合支援センター

佐藤克也・教授
HTLV-1関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン2025
改訂版作成委員会

長崎県教育委員会

佐藤克也・教授 プリオン病診療ガイドライン作成委員会 長崎市介護認定審査会

佐藤克也・教授
食品衛生基準審議会 (旧：薬事・食品衛生審議
会（伝達性海綿状脳症部会）)

日本作業療法士協会

佐藤克也・教授 プリオン病感染予防ガイドライン作成委員会 長崎県教育委員会

佐藤克也・教授 食品安全委員会（プリオン専門調査会） 日本作業療法研究学会

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県

佐藤克也・教授 アミロイドーシス診療ガイドライン作成委員会 日本作業療法士協会

佐藤克也・教授
HTLV-1関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン作成
委員会

公益財団法人 長崎県すこやか長寿財団

佐藤克也・教授 評議員 日本早期認知症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経感染症学会

佐藤克也・教授 評議委員 日本神経学会

佐藤克也・教授 学会員 日本神経治療学会

岩永竜一郎・教授 長崎県発達障害児・者総合支援推進会議委員 長崎県こども家庭課

岩永竜一郎・教授
令和7年度長崎県ペアレントメンター派遣事業運
営委員

長崎県こども家庭課

佐藤克也・教授 油症患者診定専門委員 福岡県

佐藤克也・教授 会員増加委員会 委員 日本感染症学会

東　登志夫・教授 理事 日本作業療法研究学会

東　登志夫・教授 学術委員会委員長 日本作業療法士協会

岩永竜一郎・教授 令和7年度長崎県発達障害等早期支援検討会委員 長崎県こども家庭課

岩永竜一郎・教授
「いじめ・不登校・発達障害等相談」実施協議
会委員

長崎県・教育委員会

森内剛史・准教授 長崎市介護認定審査会委員 長崎市介護認定審査会

森内剛史・准教授 学会演題審査委員 日本作業療法士協会

村田　潤・准教授 理事 日本ヘルスプロモーション理学療法学会

森内剛史・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会

丸田道雄・准教授 評議員 日本老年療法学会

丸田道雄・准教授 学会演題審査委員 日本作業療法士協会

森内剛史・准教授 評議員 公益財団法人 長崎県すこやか長寿財団

森内剛史・准教授
第18回日本作業療法研究学会　学術大会　大会
長

日本作業療法研究学会

丸田道雄・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会

吉岡瑛子・助教 長崎市放課後対策推進審議会委員 長崎市
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

今村　明・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ダウン症者
における在宅での簡易検査を用いた睡眠呼吸障害
の評価と睡眠支援の構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「発達障害特
性評価のための総合的発達検査の開発」

研　究　題　目

今村　明・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「EP400遺伝子
改変マウスを活用した統合失調症/自閉スペクト
ラム症の病態解明」

佐藤克也・教授 日本医療研究開発機構 代表
日本医療研究開発機構研究費　「プリオン病国際
医師主導治験獲得のためのプリオン病早期診断基
準の作成と非侵襲性診断法の開発」

佐藤克也・教授 日本医療研究開発機構 分担

日本医療研究開発機構研究費　「ナショナルセン
ター・バイオバンクネットワークを基盤とする疾
患別情報統合データベースを活用した産学官連携
による創薬開発研究」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担

今村　明・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「成人期PTSD
に対するEMDRの無作為割付による効果検証に関す
る研究」

科学研究費助成事業　基盤研究(B)「個別最適化
した超早期認知症予防介入プログラムの開発とシ
ステム構築」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「脳・脊髄液
以外の検体からの微量異常型プリオン蛋白検出法
の開発」

今村　明・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(A)「ゲーム依存
の社会浸透を防げるか？統合的科学評価と早期依
存対策に向けた基盤研究」

今村　明・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金　疾患別基盤研究分野
における難病の医療水準の向上や患者の QOL 向
上に資する研究（２４ＦＣ０１０１）「ダウン症
候群における自然歴調査とQOL向上のための包括
的支援体制構築のための研究」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究
分野 難治性疾患政策研究　「プリオン病及び遅
発性ウイルス感染症に関する調査研究班」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究
分野 難治性疾患政策研究　「HAMならびに類縁疾
患の患者レジストリによる診療連携体制および相
談機能の強化と診療ガイドラインの改訂」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金　「プリオン病及び遅
発性ウイルス感染症に関する調査研究班」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働行政推進調査事業　「プリオン病のサー
ベイランスと感染予防に関する調査研究」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「EP400遺伝子
改変マウスを活用した統合失調症/自閉スペクト
ラム症の病態解明」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(A)「ゲーム依存
の社会浸透を防げるか？統合的科学評価と早期依
存対策に向けた基盤研究」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「5歳時点の自
閉症スペクトラムリスクと生後1週間、1歳半、3
歳時点の発達状況の関連」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「パーキンソ
ン病患者に対するVR技術を用いた上肢機能訓練プ
ログラムの有効性の検討」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「要介護高齢
者のシルバーカー及び歩行車使用時における歩行
時体幹運動の比較検証」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ASD児におけ
る嗅覚を介した親子間社会的絆形成不全モデルの
包括的解明」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自閉スペク
トラム症児の柔らかさの知覚（softness
perception）と協調運動障害」
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「個別最適化
した超早期認知症予防介入プログラムの開発とシ
ステム構築」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「浮腫を発症
する疾患における微小循環動態を皮膚血流量・皮
膚再灌流圧で検討する研究」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自閉スペク
トラム症の痛覚・温冷覚における感覚処理パター
ンの同定」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「手指感覚識
別時の指腹部発汗量を指標とする感覚機能の新し
い客観的評価法の開発」

吉岡瑛子・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自閉スペク
トラム症の痛覚・温冷覚における感覚処理パター
ンの同定」

吉岡瑛子・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「5歳時点の自
閉症スペクトラムリスクと生後1週間、1歳半、3
歳時点の発達状況の関連」

森内剛史・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「左偏移プリ
ズム順応が言語流暢性や脳血流動態に与える影響
と臨床的有用性の検証」

吉岡瑛子・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「発達障害特
性評価のための総合的発達検査の開発」

丸田道雄・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業
若手研究「精神障害者へのスティグマを軽減する
Virtual Realityプログラムの開発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

佐藤克也・教授
14−3−3蛋白γアイソフォーム特異的
ELISA

2011年11月8日 出願中 特願2011-244809

佐藤克也・教授 α−シヌクレイン検出方法 2017年11月29日 出願中 特願2017-228820

佐藤克也・教授 経皮吸収型貼付剤 2022年11月10日 出願中 PCT/JP2022/041928

佐藤克也・教授 洗浄殺菌方法 2014年2月21日 出願中 JP2014054158

佐藤克也・教授

異常型タンパク質の凝集を伴う神経
変性疾患における異常型タンパク質
を 検出する方法および異常型タン
パク質の凝集を伴う神経変性疾患の
診断を補助する方法

2022年8月17日 出願中 特願2022-130196

丸田道雄・准教授 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 長崎純心大学

村田　潤・准教授 非常勤講師（生理学） 長崎リハビリテーション学院

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

森内剛史・准教授 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 長崎純心大学

岩永竜一郎・教授 非常勤講師（国家試験対策講義） 長崎医療技術専門学校

村田　潤・准教授
非常勤講師（人体の発生と構造・血液の成分と
機能，呼吸・循環の構造と機能）

武雄看護ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学校

村田　潤・准教授 非常勤講師（解剖生理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） こころ医療福祉専門学校

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

今村　明・教授
加害者治療の議論不足 再犯予
防へ「継続的関わりを」 長崎
県でも増える性犯罪

長崎新聞 2024年 6月 5日
性犯罪加害者への関わり、再犯防
止についての考え方を広く社会へ
と発信した。
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今村　明・教授
北九州市戸畑区で自殺予防シン
ポ 精神科医が発達障害の特性
を説明

西日本新聞 2024年 9月 8日
発達障害特性を持つ人の生きづら
さと自殺予防についてのシンポジ
ウムに参加し社会へ発信した。

今村　明・教授
読者の質問に返答 保護者は理
解し支える味方に

長崎新聞 2024年12月10日
我が子が少年犯罪の加害者となら
ないために、家族が気を付けるこ
とについて社会へ発信した。
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